　　＜天下御免の悪党たち＞

　　　　資料①　モンゴル帝国の政策①

○駅・駅伝制度

モンゴル帝国は全ての道路に「駅」を設けそれを結ぶ「駅伝」制度をつくった。

· イタリアの商人マルコ・ポーロは語る（東方見聞録より）

大ハーンの使者が都を出発すると、どの道をとっても４０キロごとに駅にであう。この駅の建物には美しい寝台つきの部屋と、絹製の調度品が良く整えられ、使者は欲しいものを何でも支給される。…ある駅では４００頭もの馬が使者用にいつも用意されている。…また大ハーンの命令で駅と駅との中間には５キロごとに村が置かれ、飛脚を勤める人が住んでいる。飛脚ははばひろい帯をしめ、それに鈴をつけているからすぐわかる。次の村につくと代わりのものが持ってきた手紙を受け取り走り出す。…急ぎの通知のときは馬を使う。彼らは一晩に３００キロは走る。

· イタリアの宣教師ポルテノネは語る（東方旅行記より）

どの駅でも旅行者は地位のいかんを問わず、ただで２回の食事をとるよう定められており、急ぐときは馬でなくラクダで出発した。

○海外貿易をつかさどる役所をもうけ、

　　海外貿易を行いたいものには「船」と「資本」を貸した。

○紙幣（紙のお金）を発行した

当時のお金は「銀」でできたお金がふつうだった。モンゴル帝国は日本から輸入された「銀」を大量に蓄え、かわりに９種類の紙幣を発行した。この紙幣は申し出ればいつでも「銀」に替える事ができた。

　　＜天下御免の悪党たち＞
　　　　資料②　モンゴル帝国の政策②
○海外貿易を許可制にした
モンゴル帝国は各地の貿易港には役所を置き、役所の許可を得たものにしか海外貿易はさせなかった。
そして許可なく海外貿易を行う密貿易商人（海賊）をとりしまった。
さらに許可を得た商人からは貿易で持ってきた品物の何割かを税として差し出させた
（国家が船と資本を貸した場合は、持ってきた品物の７割を税として納めさせた）
○重要な商品は専売制にした
モンゴル帝国は重要な商品は国家だけが売り買いできるようにした。
· 専売制にした商品
塩・茶・酒・酢・金・銀・銅・鉄・鉛・竹木
　　　　　　（☆専売にしなかった商品の中には中国が誇る商品があった。それは何？）
　　　＜天下御免の悪党たち＞
　　　　資料③　御家人竹崎季長、ご恩奉行に熱弁をふるう
　文永の役で先駆けの活躍をした竹崎季長であったが、残念にも恩賞はもらえず、しかも一族の間に領地争いがおこって、自分の領地をとられてしまった。困った季長は恩賞を鎌倉に要求することにし、文永の役の翌年、竹崎の荘（熊本県）をたった。
見送るものは誰もなく、旅費の為に馬の鞍まで売り払った季長は、供を二人つれて鎌倉まで旅立った。
　季長は、ご恩奉行安達泰盛に面会し、昨年の１０月２０日のモンゴル軍との戦いにおいて、敵陣にわずか５騎でうちいり、乗っていた馬を射殺され、自分と家来３人はおおけがをしたところ、同じ肥後の国の御家人、白石六郎に助けられたことなどを熱をこめて語り、なぜ恩賞をもらえないのか不満を訴えた。
季長「戦奉行にも当日の合戦の一部始終を証人を立てて申し上げたのにどうして恩賞を
　　　いただけないのか？」
泰盛「戦奉行の報告書には、そのことは載ってはおらぬが？」
季長「それはおかしい。必ず報告すると言われたのに。」
泰盛「…（報告書を見ながら）…敵の首をとったとか、奮戦して討ち死にした者がいた
　　　とかいうことではないのか？」
季長「いえ、そのようなことではありませぬが…」
泰盛「合戦でけがをしただけというのに……、何が不満なのだ」
季長「一番に敵の中に突っ込んだのです。先駆けの功をあげたのになぜ将軍さまに申し
　　　上げてくださらぬのか。お疑いとあれば筑前の守護太宰の少弐どのに手紙を出し
　　　ておききくだされ。私はうそは言わない。神に誓ってうそではない。そこまで疑
　　　われては私の面目がたたない。私の首を切ってくだされ。」
泰盛「合戦の報告書に載っておらぬものをどうせいというのだ。無理な話じゃ」
季長「ですから、それは何かの間違いです。」
泰盛「もはや恩賞のさたは終わっておる。いまさらどうしろというのだ」
季長「異国との闘いに先陣を切って闘ったというのに、その功績を無視されては武士の
　　　面目がたちませぬ。信じていただけぬのなら、ここで首を切ってくだされ」
泰盛「信じぬとは言ってはおらぬ。はや恩賞のことは終わったことじゃ」
季長「では将軍さまに直接お会いして合戦のさまを申し上げたい」
泰盛「無理を申すな。…そこまで言うのなら将軍さまに後日申し上げよう。おまえは国
　　　に帰って、知らせを待て」
季長「何も持たずに国に帰っても、領地も失った私には帰るところもありませぬ。今す
　　　ぐ将軍さまに申し上げて褒美をいただきたい」
泰盛「……わかった。すぐに申し上げよう。共に執権さまの屋敷にまいろうぞ」
　　　＜天下御免の悪党たち＞
　　　　資料④　永仁の徳政令～御家人の土地は御家人に返せ～
　　　　　永仁５年（１２９７年）３月６日に幕府が出した法律
1． 越訴（おっそ）を禁止すること
　　　　　　　　　　　　　　注：越訴とは一度終わった裁判の判決に不満なものが正規の手続きを経ないで訴えること
　　　　　　　領地を取り戻そうとする越訴の数は年々増加し、負けたものはますます貧乏になり、勝った者もまた裁判のやり直しがあるので安心してくらせない。これでは御家人たちの暮らしは苦しくなるばかりである。したがって今後は越訴は禁止する。（以下略）
2． 質券売買地のこと
　　　　　　　　　　　注：領地を質に入れたり、売り買いすること
　領地を質に入れて流したり、領地を売ることは、御家人の生活を苦しくするもとである。したがって今後は領地を質にいれたり流すこと、そして領地を売ることは禁止する。
すでに質流れとなり売られた領地については、もとの持ち主に返させる。（以下略）
3． 金を貸し借りすること
　　　金がなくなると前後のみさかいもなく借金をかさねてしまうのが世の人々のならいであり、金持ちが利子でますます豊かになるのに反し、貧乏人はますます貧乏になっていく。したがって今後は、金を貸したものが金を返さないものを訴えても、一切受け付けない。金を貸したとの証明書を添えたとしても受け付けない。（以下略）
　　＜天下御免の悪党たち＞
　　　資料⑤　　地頭の横暴を領主に訴える農民たち
紀伊の国阿氐河の荘（和歌山県有田郡の村等）では荘園領主と地頭との間に激しい領地争いが続き、その中で地頭による違法な年貢の取立てにいかった百姓たちは、村民全員で村を捨てて逃げたり、代表者４名が裁判に訴えたり地頭と戦った。しかし、１２７５年の二月に領主である東寺が地頭の湯浅氏を荘園全体の管理者をやめさせるや、地頭は農民に対して激しく攻撃をはじめた。百姓たちは１２７５年１０月２８日、地頭の横暴を領主東寺にうったえた。
阿氐河の荘上村の百姓がつつしんで申し上げます
2、 年貢の絹のことですが、地頭殿の手下に激しく責められてついにとられてしまい　　　　　　ました。
3、 年貢の綿のことですが、地頭殿が２０名もの手下を送ってきてひどく責めるのでたまらず、
ついにとられてしまいました。
4、 年貢の材木のことですが、地頭がたがなんだかんだと用をいいつけてくるので切り出すひまがありません。残った百姓が木を切りにいこうとすると、「逃げた百姓の畑に麦をまけ」と追い戻し、これをことわると「おまえらの妻子をつかまえて、耳を切り鼻をそぎ髪を切って尼にし、縄で縛って痛めつけるぞ」というので、年貢の材木を切り出せません。年貢の納入はいよいよもって遅れます。
5、 年貢をおさめようとして相談のため集まっていたところ、武装した地頭がたが百姓の首を切ろうと襲いかかってきました。何とか逃げて命だけは助かりました。
6、 地頭の手下たちは武装して村を襲い、村に何日も泊まっては毎日ご馳走を要求し、全部で２００人分もとられました。毎日その食事の給仕のため働くひまもありません。
十一、地頭の手下たち３５人は村に居座りつづけ、一日に三度の食事を要求し、馬のえさまで要求します。そのうえ私たちが食べる豆・あずき・あわ・ひえまでとりあげて馬に食べさせてしまいます。
十二、また馬のえさの納入が遅いといって鎌・くわ・なべまでとられてしまいました。
　　このようなかずかずの非法なふるまいをされるので、百姓は村をすてて逃げ出さざるをえません。
　　建治元年（１２７５年）１０月２８日
　　＜天下御免の悪党たち＞
　　　資料⑥　　後醍醐天皇の政治
　　　後醍醐天皇は３１才で天皇になると精力的に政治を行いました。
1 記録所で直接人々の訴えを聞く
領地関係の裁判をあつかう記録所で直接天皇自ら人々の訴えを聞いた。下々の人々の訴えが役人たちに通じないことがあってはいけないとの考えである。
2 飢饉に苦しむ人々を助ける
日照り続きで飢饉がおこり、町に飢えて死んだものが出ると、天皇は朝食をとることをやめ、その分を飢えた人々にほどこした。そしてそれだけでは充分ではないので、金持ちが一もうけしようと蓄えていた米などを調べ上げて、朝廷のつくった建物で朝廷の決めた安い値段で売らせた。
3 関所を廃止する
京都からの出口と諸国へつながる道路に設けられた関所は、商売や物資の運送のさまたげになっていると考えて、２ヶ所を除いて廃止し、新しい関所をつくることを禁止した。
4 紙幣を発行しようとした
平安時代のはじめ以来４００年発行されていない貨幣をつくろうと計画し、あわせて日本最初の紙幣の発行も計画した。
　　＜天下御免の悪党たち＞
　　　　資料⑪嘉吉の土一揆と嘉吉の徳政令

　　　
　　　・嘉吉元年（１４４１年）９月はじめ、京都周辺の土民がいっせいに蜂起し、京都周辺の寺社１６ヶ所を占領し、京都の町を包囲してしまった。
　　　・一揆は酒屋・土倉をおそい、これを止めようとした幕府軍と戦い、土倉や酒屋をこわして借金証書を焼いてしまった。占領された寺の僧侶はなすすべもなく、一揆勢に酒や枝豆を提供してひたすら低姿勢をとり、守護大名のなかには、屋敷を焼かれ、国に逃げ帰ったものもでるしまつであった。
　　　・このようななかで幕府との交渉が始まり、一ヶ月半にもおよぶ京都包囲のすえ、９月１２日幕府は徳政令を認めた。
　　　　eq \o(\s\up 9(かきつ),嘉吉)のeq \o(\s\up 9(とくせいれい),徳政令)（１４４１年９月）
　
　　eq \o(\s\up 9(とくせい),徳政)のこと
　　　　　　　　　　　　eq \o(\s\up 9(かきつがんねん),嘉吉元年)（１４４１年）９月１０日
一． eq \o(\s\up 9(ねんき),年季)（２０年）を過ぎてもeq \o(\s\up 9(しゃっきん),借金)を返せなくてとられた家のこと
　
元の持ち主に返すこと
一．　eq \o(\s\up 9(ねんき),年季)（２０年）を過ぎてもeq \o(\s\up 9(しゃっきん),借金)を返せなくてとられた土地のこと
　　　　元の持ち主に返すこと
一． eq \o(\s\up 9(とくせいれい),徳政令)が出てもeq \o(\s\up 9(しゃっきん),借金)のeq \o(\s\up 9(ちょうけ),帳消)しはなしとの内容をもったeq \o(\s\up 9(しゃっきんしょうしょ),借金証書)のこと
eq \o(\s\up 9(しゃっきんしょうしょ),借金証書)をeq \o(\s\up 9(かりぬし),借主)に返すこと（借金は帳消し）
一． eq \o(\s\up 9(しち),質)に入れてとられた土地のこと
元の持ち主に返すこと
　　＜天下御免の悪党たち＞
　　　　資料⑫応仁の乱の被害―応仁の乱の前と後の京都―
　　＜天下御免の悪党たち＞
　　　　資料⑬山城の国一揆
　　１４８５年１０月。eq \o(\s\up 9(やましろ),山城)の国（京都府）の南部は、eq \o(\s\up 9(かすがじんじゃ),春日神社)とeq \o(\s\up 9(こうふくじ),興福寺)のeq \o(\s\up 9(りょうち),領地)であったが、eq \o(\s\up 9(おうにん),応仁)のeq \o(\s\up 9(らん),乱)

eq \o(\s\up 9(いらい),以来)、eq \o(\s\up 9(しゅご),守護)のeq \o(\s\up 9(はたけやままさなが),畠山政長)とeq \o(\s\up 9(はたけやまよしなり),畠山義就)がeq \o(\s\up 9(くにじゅう),国中)で争い、両方のeq \o(\s\up 9(ぐんぜい),軍勢)が戦った。
　　　　　　　１２月。１２月になっても争いはeq \o(\s\up 9(けっちゃく),決着)がつかず、両軍は各地の寺や民家ことごとくに火をつけたり、eq \o(\s\up 9(う),打)ちeq \o(\s\up 9(こわ),壊)してeq \o(\s\up 9(かざいどうぐ),家財道具)をとっていくので、建物はほとんど残っていない状態になった。
　　　　１２月１１日。今日、eq \o(\s\up 9(やましろ),山城)のeq \o(\s\up 9(こくじん),国人)（eq \o(\s\up 9(ぢざむらい),地侍)）が集会を開いた。上は６０才下は１５・６才の者まで集まったという。またこれと同じ時に同じ場所に、山城の国中のeq \o(\s\up 9(どみん),土民)も集まったという。eq \o(\s\up 9(こんど),今度)のeq \o(\s\up 9(はたけやま),畠山)両軍のeq \o(\s\up 9(らんぼう),乱暴)に対するeq \o(\s\up 9(しょち),処置)を決めるためだという。もっともなことである。次のことを決めた。

　　　　　　　　　　もしeq \o(\s\up 9(りょうはたけやまがた),両畠山方)がeq \o(\s\up 9(しりぞ),退)かなければ、eq \o(\s\up 9(くにしゅう),国衆)としてeq \o(\s\up 9(こうげき),攻撃)することを決めたという。
　　　　１２月１７日。eq \o(\s\up 9(りょうはたけやま),両畠山)のeq \o(\s\up 9(ぐんぜい),軍勢)はすべてeq \o(\s\up 9(やましろ),山城)の国からeq \o(\s\up 9(しりぞ),退)いた。今後は元どおりeq \o(\s\up 9(へいおん),平穏)になり、国中の人々がeq \o(\s\up 9(おきて),掟)を作って国をeq \o(\s\up 9(おさ),治)めるという。喜ぶべきことである。
　　　　　　　　　　　　今度のことは、国中の３６人衆が申し合わせたことだ。
　　　（eq \o(\s\up 9(だいじょういんじしゃざっき),大乗院寺社雑記)による）　　　　

















































































一　　今より以後、�eq \o(\s\up 9(りょうはたけやまがた),両畠山方)�の�eq \o(\s\up 9(ぐんぜい),軍勢)�は、国内に入るべからず。





一　　乱のなかで�eq \o(\s\up 9(うばい),奪い)�取った神社や寺の�eq \o(\s\up 9(りょうち),領地)�はもと　の持ち主に返す。





一　　新しい�eq \o(\s\up 9(せきしょ),関所)�などは、�eq \o(\s\up 9(いっさい),一切)�立てるべからず。




















